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以下を満たす思想を「グノーシ
ス主義」と呼ぶ

反宇宙的二元論
この宇宙は劣悪な創造神が造ったもので、
この創造神は善なる至高神とは対立的関
係にある

人間の内部に「神的火花」、「本来的自己」
が存在するという確信

人間に自己の本質を認識させる救済啓示
者の存在
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プロティノスに対する言及
は見つからない

「プロティノスは（エネアデスの中で）グノー
シス主義者が多弁にすぎ、哲学的理論と
神話的映像を混同し、天使たちの加護を
求めたり、著作のいたるところに召還や魔
術の呪文をばらまいていると批難している」
(85p)
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「とはいえ、新プラトン主義者であるプロ
ティノスの著した論文のなかに、グノーシ
ス主義への激しい論駁が含まれていること
など（）、両者の間に鋭い対立が存在してい
たということも、見逃すことができない事実
である」(56p)

このように、今日におけ
るグノーシス主義をめ
ぐる言説は、ロマン主
義的な捉え方と文献学
的・歴史学的実証主義
に基づくものに大別さ
れるが、グノーシス主
義という対象を前にし
て、いずれも限界に突
き当たっている

特に日本の研究におい
ては、代表的な文献学
者たちが、グノーシス
主義の思想を「自己実
現」の物語と捉えるユン
グ的解釈を大枠におい
て受容してしまっている

荒井献は「原始キリスト
教とグノーシス主義」に
おいて、グノーシス主義
の本質的な特性を次の
三つのモチーフによっ
て規定している

(1)究極的存在と人間
の本来的自己は本質に
おいて一つであるという
救済の認識
(2)その前提としての
反宇宙的二元論
(3)その結果として要
請される「自己」の啓示
者または救済者

荒井においては、グノー
シス主義とは、自己の
本質を忘れて悪しき世
界へと転落した人間
が、本来的自己が究極
的存在と同一であるこ
とを認識し、上なる世
界へと帰るということを
基調とした宗教思想で
ある、ということになる

このような見解は、荒井の後継
者である大貫隆の研究におい
ても受け継がれ、「グノーシス
考」という著作において、ユング
心理学とグノーシス主義の関
係について論及し、「自己実
現」の目的論という点におい
て、両思想の構造が基本的に
同一であることを主張する

大貫と荒井は「詰まると
ころグノーシス主義とは
何か」という大きな問い
を前にすると、ほとんど
無防備にロマン主義的
宗教論を受容してしま
う、という傾向を持つ

人々は、キリスト教正統信仰以外の
さまざまな宗教のなかに「エキゾ
チックなもの」を見出し、これに好
奇心を寄せ、しばしば近代社会の
もたらす疎外感によって荒廃した
自らの心の「癒し」に用いるように
なった。このような思想的傾向は、
「ロマン主義」という概念によって総
称される

現代日本の代表的なロマン主義者
の一人とみなされうる、中沢新一の
グノーシス論もその例に漏れず、グ
ノーシス主義に関して実際には氏
がほとんど無知であり、いくつかの
入門書や事典の記述から得た浅薄
な知識をもとに、そこから自分勝手
な連想を繰り広げたものにすぎな
いことに気づくのに、それほど時間
はかからない

ユング的な視点から、グノーシス
主義を含むキリスト教史について論
じた書物としては、「霊性的知識
人」とも呼ばれた湯浅泰雄による
「ユングとキリスト教」という著作が
広く知られている。しかし、ほとんど
各頁ごとにと言って良いほどの誤
解や誤謬に満ちており、まともな学
問的著作であるとは到底言いがた
い

本書で詳しく考察されるよう
に、グノーシス主義における自
己認識とは正確に言えば、「父
なる神」の存在に照らして自己
を認識すること、であった。そし
てグノーシス主義者たちは、父
なる神とは何か、その存在はわ
れわれとどのような関係にある
のかということを、執拗に探求
したのである

ユングとその他のロ
マン主義者たち、そ
して荒井や大貫に
おけるグノーシス理
解においては、その
思想の中心的主題
である「父」の問題
系が、すっぽりと抜
け落ちているのであ
る

…こうしてプラトン主義の思想
においては、イデア自体を生み
出す「超越的な神」の存在が析
出されることになった。それで
は人間の魂は、優れて超越的
な存在である「父なる神」とど
のような関係を持つことになる
のだろうか

プロティノスは、
世界の形而上
学的な階層構
造を、「一者」、
「知性」、「魂」の
三層によって成
り立つものと規
定した…

プロティノスについ
てこれ以上は言及
されていない

プロティノスのいう
グノーシスとは異
なる

魂、すなわち本来の自己は
目に見える宇宙万物を超
越する。しかし、その本来
の自己そのものを超えるも
のはもはや何も存在しな
い。なぜなら、グノーシス主
義は人間の本来の自己を
端的に「神」であると宣言す
るからである(16p)

世界は邪悪な勢力の仕掛
けた罠の所産である。グ
ノーシス主義者は、－ーそ
して彼らのみが－ー自らの
内奥に埋もれている知識
（グノーシス）の閃光によっ
て世界から逃れることがで
きる。しかしこの知識は万
人に与えられるわけではな
い

それは神の賜物であ
り、それにあずかるのは
選ばれた者だけだ。そ
して人はこの賜物に
よって神との結合、もっ
と正確に言えば、神と
一つになることが許さ
れるのである

ナグ・ハマディ文書
の一編、「アロゲネ
ス」の一節は、天使
ヨエルが、アロゲネ
ス（ギリシア語で異
邦人）と呼ばれる一
人の「秘儀参入者」
に与えた啓示であ
る

ヨエルは私に言った。「アロゲネス
よ、万人がこうした事柄を理解でき
るわけではない。汝は万物の父に
より強力な権威を身に着けた。…
それは、識別困難なものを識別し、
大半の者には認識不可能なものを
認識して、汝自身のもとへと立ち帰
ることができるようになるためであ
る」

啓示の内容と知識への参
与は秘儀参入者を変容さ
せる、「私は自分の周りの
光と私の内なる善を観想
し、自分自身へと戻って
いった。私は神になった」と
アロゲネスは言った


